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チュートリアル 転がり軸受計算 - スターターエッセンシャル

操作 - 設定 - 結果
内容 
このチュートリアルでは、MESYS 転がり軸受計算ソフトウェアの主な機能を実践的に紹介

します。このチュートリアルの目的は、新しいユーザがすぐに主要機能と典型的なワーク

フローに慣れることができるようにすることです。本ガイドで使用するバージョンは MESYS 

12-2024です。  
 

 
 

概要 
「一般」タブの設定の詳細について

は、オンラインマニュアルの該当セク

ションを参照してください。 
 

このチュートリアルでは、転がり軸受

計算モジュールを起動した後はデフ

ォルト設定のままにしてください。 
 

 結論、キーポイント 

 操作、アクション 

 

軸受形状 
ここでは、軸受のタイプと直径のフィルタを使用して、ソフトウェアの内部データベースから転がり軸受を直接選択

するオプションがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ドロップダウンメニューか

ら、幅広い基本的な軸受タ

イプを選択できます。 

転がり軸受の形状設定には、5つのモードがあり、デー

タベースからの定格荷重、計算による定格荷重、ユー

ザー入力による定格荷重がある。 

ユーザー入力がない場合、定格

荷重は ISO 281 および ISO 76に

従って自動的に計算されます。 

ラジアルすきま（Pd）は、手動で入

力するか、ISO 5753 に従ってすき

まクラスとして選択することができ

ます。 

接触角またはアキシャル軸受の

場合、アキシャルすきま(Pa)を定

義するか、予圧(Fp)を適用するこ

とができます。 

図 1 

図 2 
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軸受コンフィギュレーション 
汎用のアンギュラ玉軸受 7308Bは、ペアになり、同型の複列軸受として考慮されます： 
 

汎用 7308B を選択し、「軸受グループを考慮」をアクティブにします。図 4 に示すように、       ボタンを使用

して行を追加し、接触円すいの中心の位置と方向を定義します。  
 

材料と潤滑 

 

内部形状

パラメータ 

原点の位置 

潤滑油の膜厚

計算に必要 拡張可能な材

料データベース 

拡張可能な潤

滑油データベ

ース 
 

図 3 

図 4 

図 5 

座標系 

X 
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接触コー

ンの中心 

すべての出力が原点を

指すようになった 

 

 

すきまと公差 

 

追加入力 
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荷重 
各座標方向について、必要に応じて力または変位（ux）を指定することができる（図 6 参照）。アンギュラ玉

軸受に予圧を与えるためのリングが固定されていると仮定した場合、アキシャル方向の変位(ux)をゼロに

設定することができ、結果としてアキシャル方向の反力(Fx)が計算されます。 
 

軸受の軸（X）周りの回転は拘束できないため、モーメント荷重や傾斜は 2方向にのみ定義できます。 

 

計算 
計算は、       ボタン、F5 キー、または対応するメニュー項目を使用して開始できま

す。 
 

右下のアイコンは、計算が実行され、最新の状態であることを確認するものです。 

 図 6 に示すように荷重を適用し、アキシャルクリアランス Pa = 0 mm で計算を開始します。  

 

 

結果 
結果の概要 

この概要では、ユーザーインターフェースの下部において軸受の状態に関する様々な詳細を提供します。  

 
 

内容は「拡張」メニューで編集

できます。 
 

 

 

 

 

 

グラフィックス 
 

「グラフィックス」メニューから

様々なグラフィック表示を読み

込むことができます。  

 

図 9に示すように、荷重分布

3D、接触応力、表面下応力、

信頼性のグラフィックを開きま

す。 

 

図 8 

 

荷重または変位 

図 6 

図 7 
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パラメータのバリエーション 

パラメータバリエーションを使用するこ

とで、アキシアルすきまのどの値が特

定のアプリケーションシナリオで最良

の性能をもたらすかを分析できます。  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「ベアリング・セットを考慮」のチェック・ボックスをオフにします（図 4 参照）。 
 

 

 

 

図 15に示すように、グラフィックを結果概要の横の下の領域にドラッグします。 

図 9 

図 14 

図 14に従っ

て「荷重」の値

を割り当てま

す。 

計算を実行し

ます：  

図 10 

図 10 に示すように、マウントされていない予圧力 Fpu を 

1000N と入力します。 

変更前と変更後の結果を比較します。 

図 11 

図 12 

図 13 

図 11 に示すようにパラメータ Pa を入力した後、パラメータバリエーションを開始し

ます。次に、図 12 に示すように、修正定格寿命 Lnmrh と最大接触圧 pmax をパラ

メータ・リストに追加します。 
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「荷重」の下の入力を変更し、グラフィックスの変化を観察します。 
 

荷重スペクトルをアクティブに、「一般」 タブの該当するボックスにチェックを入れます（図 

1 参照）。 

 

         ボタンを使用して項目を追加し、図 16 に示

すように荷重スペクトルを入力します。 

 

 

 

 

結果の概要と 3つの荷重スペクトル要素のグラフィックスで結果を比較します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MESYS は、お客様が弊社のチュートリアルで有益でためになる経験をされることを願っています。ご質問、ご提案、

ご不明な点がございましたら、info@mesys.ch までご連絡ください。  

図 16 

図 15 
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